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新たな事業の開始および業務提携に関するお知らせ 
 

 

当社は、2025 年１月 27 日開催の取締役会において、当社グループでサスティナブル事業領域を

担う株式会社アルヌール（以下「アルヌール」）において新たな事業を開始すること及びアルヌー

ルと株式会社バイオセラー（以下「バイオセラー社」）との業務提携契約締結を決議いたしました

ので下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．事業開始の趣旨および業務提携の理由 

当社グループでは、「100 年先も、ヒトと地球に、美と健康を。」を行動指針としてこの地球

の未来を笑顔で満たすべく、地球環境への負荷低減を目指して環境関連設備並びに機器に関する

事業を開始することにいたしました。 

事業開始にあたり、当該事業をより一層加速させるため、地球環境への負荷低減に寄与する優

れた設備や機器を有するメーカー等との業務提携を推進していく方針でございます。 

当該事業の端緒として、食品ロス・リサイクル率の向上への貢献、カーボンニュートラルへの

貢献等を経営ビジョンに掲げ、オリジナルバイオ菌を用いた食物残渣等の処理装置の大手食品製

造会社に対する納入実績を有するバイオセラー社とアルヌールで業務提携契約を締結することと

いたしました。 

 当事業の開始によりサスティナビリティ社会の実現に向かってさらなる寄与を果たしていくと

ともにサスティナブル事業領域におけるビジネスチャンスの一層の拡大を図り、当社グループに

おける長期的な収益基盤の確立を目指します。 

 

２．新たな事業の概要 

（１）新たな事業の内容 

外食企業や食品メーカー、食品加工業者、医療機関、介護施設、学校給食等において課題とな

っている食物残渣等の処理設備や産業廃棄物の処理に際して排出される CO2の排出量を抑えると

ともに化石燃料の消費を最小限にとどめる産業廃棄物処理装置等の環境関連設備並びに機器の販

売、保守に関する事業を展開し、当社グループで行っている関連事業と合わせて販売拡大を図っ

てまいります。 

当初は、バイオセラー社の有する菌床材を利用し食品残渣等の有機物を分解し、堆肥として再利

用することを目的にバイオセラー社が企画・設計・開発した食物残渣処理装置「バイオコンポスター」

について、アルヌールが製造・販売、バイオセラー社が販売および保守サービスを提供してまいりま

す。また今後、必要に応じてバイオセラー社以外の設備並びに機器メーカーの製品の取り扱い及
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び業務提携についても検討してまいります。 

 

（２）当該事業を担当する部門 

  連結子会社である株式会社アルヌール（東京都渋谷区神宮前 6 丁目 17 番 11 号）において、担

当部署を設置し事業を開始いたします。 

 

（３）新たな事業のために特別に支出する金額および内容 

  現時点において特筆すべき支出はありません。 

 

３．業務提携相手先の概要 

（１） 名称 株式会社バイオセラー 

（２） 所在地 滋賀県草津市長束町 209－2 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 北川 善信 

（４） 事業内容 
業務用生ごみ処理機「バイオパワー」の製造および販売 

微生物、菌床材の培養、生産および販売 

（５） 資本金 5,000万円 

（６） 設立年月日 2017年 11月 1日 

（７） 大株主及び持株比率 先方からの要請により非開示とさせていただきます。 

（８） 
上場会社と当該会社 

との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

（９） 

当該会社の最近３年間の

連結経営成績及び連結財

政状態      

先方からの要請により非開示とさせていただきます。 

 

 

４．日程 

（１） 取締役会決議日 2025年 1月 27日 

（２） 業務提携契約締結日 2025年 1月 27日 

（３） 事業開始日（予定） 2025年１月 28日 

 

５．今後の見通し 

本事業開始による 2025年３月期の当社グループの連結業績に与える影響については精査中です。

今後の当社業績に与える影響については、今後の事業の展開に応じて適時かつ適切に開示してま

いります。 

 

以 上 


